
いきいき元気講座の参加者募集

こんにちは 「地域包括支援センター」ですこんにちは 「地域包括支援センター」です

　シニア世代の方が、住みなれた地域で、自分らしく元
気で自立した生活が長く送れるように、体操や認知症
予防のレクリエーションを楽しみながら、介護予防が
できる教室を開催しています。
（どなたでも自由に参加できます）

いきいき健康教室日程いきいき健康教室日程

10月 1日（木）
10月 8日（木）

10月 9日（金）
10月14日（水）
10月15日（木）

10月20日（火）
10月23日（金）
10月26日（月）
10月27日（火）

寒川ふれあいプラザ
辛立文化センター
神前体育館
鴨部ふれあいプラザ
大川公民館
みろくふれあい市場内
コミュニティーセンター
志度保健センター
津田保健センター
小田ふれあいプラザ
多目的集会施設（鶴羽）

時間：10時から11時30分

10月 ２日（金）
10月13日（火）
10月16日（金）
10月19日（月）

志度公民館 末分館
鴨庄ふれあいプラザ
志度武道館
造田ふれあいプラザ

時間：13時30分から15時 元気な

うちから

介護予防
!

○憩いの場（どなたでも自由に参加できます）
地元の介護予防サポーターが、身近で楽しく集える場として、参加者と
一緒に体操や歌、脳トレゲーム等を行っています。

地元で活動する“介護予防サポーター”をご存知ですか？
“介護予防サポーター”は、「介護予防・健康づくりを通して、一緒に楽しい
時を築き、人と寄り添い、地域を支える存在」です。
地域の皆様からの、お話ボランティアや出
前講座のお申し込みをお待ちしています！

介護予防サポーター活動紹介介護予防サポーター活動紹介

10月19日（月） 長尾保健センター
時間：10時から11時30分

10月15日（木） 寒川ふれあいプラザ
時間：13時30分から15時

【問】地域包括支援センター　☎（0879）26-9931

【問】地域包括支援センター　☎（0879）26-9931

○お話ボランティア（津田地区）
外出や交流の機会が少ない高齢者のお宅を訪問し、笑顔で楽しい時間を
過ごしています。
○出前講座（市内全地区）
自治会やサロン等から依頼を受けて、介護予防の話、歌や体操、ゲーム等
を皆さんと一緒に楽しみます。
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　「介護予防について学びたい」、「地域で役に立つ活動に興味がある」という方は、ぜひご参加ください。
　受講者には、定期的に健康づくりに役立つ情報や研修会の案内をお届けします！

【対象】 介護予防やその普及啓発等のボランティアに関心のある方で、全日程の受講が可能な方
【場所】 寒川庁舎 １階多目的ホール
【日程・内容】　時間：１３時から１５時３０分

【申】10月19日（月）までに、電話でお申し込みください。（先着20名）

シニア世代の健康づくりや認知症についての正しい知識を持ち、地域に元気や笑顔を広める“介護予防サポーター”を養成します。 障害のある方の日常生活をサポートする 「ほじょ犬」 薬を上手に使いましょう
10月17日～10月23日は『薬と健康の週間』です

　ほじょ犬は、目や耳、手足に障害のある方が自立と
社会参加をするための大切なパートナーです。
　公共施設をはじめ、飲食店、病院、宿泊施設など、
いろいろな場所でほじょ犬を受け入れ
ることが義務づけられています。皆さ
んのご理解とご協力をお願いいたしま
す。

活躍するほじょ犬のご紹介！　
【盲導犬】
目が見えない、見えにくい人が安全に歩けるようにサ
ポートします。障害物を避けたり、立ち止まって曲が
り角や段差を教えたりします。ハーネス（胴輪）をつ
けています。
【介助犬】
手や足に障害のある人の日常生活動作をサポートしま
す。物を拾って渡したり、指示したものを持ってきた
り、脱衣の介助などを行います。
【聴

ちょう

導
どう

犬
けん

】
耳が聞こえない、聞こえにくい人に必要な生活音を知
らせます。玄関チャイム音、メールやFAX等着信音、
赤ちゃんの泣き声、車のクラクション等を聞き分け教
えます。

　私たちの健康を守るため、薬はなくてはならないも
のです。
　この機会に、薬との上手な付き合い方を考えてみま
せんか。

○決められた量や使い方を守りましょう
○直射日光、高温、湿気を避けて保管しましょう
○乳幼児や子どもの手の届かないところに保管しましょう
○食べ物やサプリメントとの飲み合わせに注意しましょう
○お薬手帳を活用しましょう
○人にあげたり、人からもらったりしてはいけません
○インターネットでの医薬品の購入に注意しましょう
○分からないことは医師や薬剤師などの専門家に相談しま
　しょう

【問】国保・健康課 （健康係）　☎（０８７９）26-9908

【問】障害福祉課　☎（０８７９）26-9903

【問】香川県後期高齢者医療広域連合事務局
　☎（０８７）811-1866

10月･11月は 
麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間です
麻薬、覚せい剤、大麻、シンナー、危険ドラッグな
どの薬物乱用は、乱用した人の健康上の問題にとどま
らず、犯罪や交通死亡事故など社会にも大きな影響を
与えます。
一人ひとりが薬物についての正しい知識を持ち、薬
物乱用を許さない社会環境をみんなで作りましょう。

薬物乱用を防止するために
○薬物乱用の危険性は身近にあり、自分には関係ない
と思わないこと
○誘われても断る勇気を持つこと
○一人で悩まないで誰かに相談すること

【問】国保・健康課 （健康係）　☎（０８７９）26-9908

薬物乱用の問題で困ったときの相談窓口
香川県警察本部
香川県警察本部少年課

四国厚生支局麻薬取締部

香川県精神保健福祉センター
香川県健康福祉部
薬務感染症対策課

警察総合相談
少年相談電話
「麻薬･覚せい剤｣
相談電話
こころの電話相談

薬物相談電話

#9110
（087)837-4970

（087)823-8800

（087)833-5560

（087)832-3300

後期高齢者医療制度に係る
医療費通知の変更について（再周知）
医療費総額や自己負担相当額等を記載した医療
費通知について、昨年度までは年2回（8月、2
月）発行していましたが、今年度は令和３年２月
発送の年1回（通知期間：令和元年１１月～令和
２年１０月診療分）となります。
※医療費通知は確定申告に利用できます。通知に
　記載されてない診療分については領収書が必要
　です。

月日
介護保険制度について

―なぜ今、介護予防が重要なのか―
介護予防サポーターとは

地域包括支援
センター

予測される老化と病気
―心と体の変化を知る―

東讃保健所
丸山 保夫 先生

お口いきいき健口づくり
―口腔ケアの講義と実技―

河田歯科医院 
為國 真理 先生
歯科衛生士 

青木 まゆみ 先生
元気は食から

シニア世代に必要な食事 市管理栄養士

歌おう！音楽療法で
脳と体の活性化

音楽療法士
池田 友紀 先生

認知症を学び、地域で支えよう
―認知症サポーター養成講座―

認知症介護指導者
新開 正義 先生

シニアのための体づくり
―転倒予防＆認知症予防―

◎11月開催の「いきいき健康教室（全14教室）」のいずれかに１回参加　日程表等詳しくは、市ホームページにも掲載しています

四国学院大学
片山 昭彦 先生

介護予防サポーター活動紹介 地域包括支援
センター
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